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ユニセフ募金にご協力をお願いします
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理 事 会 監・ 事 会 報 告 2020年度� 第５回
10月２日

〈監事会報告〉2020年度　第５回定例監事会（10月２日）
①前回監事会以降の監査状況を報告確認しました。 ②内部統制管掌理事の上期ヒアリングを行いました。

事業概況
（単位：千円）

９　月　度 累計（４～９月）
実　績 計画比％ 前年比％ 実　績 計画比％ 前年比％

供 給 高 5,156,603 110.3 103.4 32,830,766 114.7 113.7
供給剰余金 1,465,489 117.5 109.6 9,147,192 121.2 120.0
福祉剰余金 1,187 58.2 216.6 9,103 377.2 807.0
事業総剰余金 1,597,829 116.1 108.8 9,946,916 119.5 118.6
事 業 経 費 1,360,412 100.6 100.9 8,017,478 101.0 103.0
事業剰余金 237,416 1,007.2 198.8 1,929,437 508.7 322.2
経常剰余金 253,677 626.2 188.2 2,009,779 413.7 286.6

おもに討議、確認した内容
●2020年度2020年９月度事業報告
●迎春予約　先行予約・お正月準備号について
●コールセンターの営業日及び営業時間について
●この間の商品不具合について
●くらし・他団体、支援活動の進捗について

　二の腕や、耳からあご下の
辺りにしばらくつけてみて、
肌に合うか試してください。
また、使う前に肌にキズやは
れものなどがないか確認して
から使ってくださいね。

●毎月の検査室だよりはHPにも掲載しています。https://www.palcoop.or.jp/au_ji/kensashitsu/
●放射能・輸入食肉検査の取り組みは https://www.palcoop.or.jp/radioactiv_lab/

商品検査室だより ９月度 スキントラブル

【商品の相談受付状況】
184件

９月度検査状況（20.８.21～20.９.20）
【商品検査のとりくみ】
　商品検査数　1559件（計画比106.2％）

※その他…店舗・福祉施設の設備の衛生検査など

検査の種類 検査件数 注意品及び結果
微生物検査 988 なし

残留農薬検査 64 なし

理化学検査 287 なし

残留放射能
（放射性物質）検査 52 なし

輸入食肉検査 28 なし

その他※ 140 なし

　「新しい化粧品を使ったら、赤くなった」「今まで
同じものを使っていたのに、急にかゆくなった」な
ど、お肌のトラブルに見舞われたことありませんか？

　化粧品は、さまざまな試験やパッチテスト、厳しい
品質管理を経て作られています。でも、さまざまな要
因がお肌のトラブルの素となることがあります。
　例えば「季節」。肌の皮脂や水分量、血流などが変
化したり、シーズンの変わり目や紫外線の影響で、お
肌が敏感になったりします。また、年齢とともにどう
しても荒れやすくなったり…
　もし、化粧品が合わないときには、すぐ使用をやめ
て、症状が続くときには、医師に診てもらってくださ
いね。

各種、検査のよ
うすを動画でご
覧いただけます→

お肌との相性や季節の変化が
トラブルにつながる場合があります

季節の変わり目に気を付けたい
化粧品の使い方

～世界の子どもたちの命と健康を守るために～

赤くかぶれた
かゆい…

白く色が
抜けたよう…

自分でできる
パッチテスト

　世界では、５歳の誕生日を迎える前に、年間520万人（2019年度）もの子どもが
命を落としています。その原因の多くは、安全な水やワクチンがあれば簡単に
防ぐことができるものです。あなたの募金が子どもたちの支援に役立ちます。
　パルコープでは「平和な世界と子どもたちのしあわせ」を願って、ユニセフ
活動をすすめています。

　11月２回注文書より（10月26日～30日配布）より
募金を受け付けています（12月５回注文書まで）。
詳しくは11月２回配布の別チラシをご覧ください。

子ども食堂
応援募金

1ユニセフ
募金

パルコープで取り組んだ
「2020年７月豪雨災害緊急募金」
にご協力ありがとうございました

（2020年７月～８月実施）

　組合員のみなさまからお寄せいただいた
「2020年７月豪雨災害緊急募金」は、多くの
組合員さんにご協力いただき、12,857,870
円集まりました。
　お預かりした募金は、
①�被災されたみなさまへの義援金（日本生
協連を通じ、各県の被災状況に応じて各
生協連に送金）
②�被災地の生活支援活動を継続されている
団体への支援金
③��被災された生産者さんへのお見舞金
として、それぞれお届けしました。

　普段から取引のある産地で被害にあわれ
た肥後農産出荷組合さまへ、パルコープの
理事が訪問し贈呈しました（９月23日）。

左から）
パルコープ：
� 佐保副理事長
肥後農産出荷組合：
� 宮本社長さま
パルコープ：�
� 濱田理事

◀�山王（さんのう）こども
センターの子どもたちか
らも、お礼のメッセージ
が寄せられました

※�大阪府が創設した新型コロナウイ
ルス感染症の最前線で医療や療養
等にあたる医療従事者等の活動を
支援するための基金

パルコープで取り組んだ
「新型コロナウイルス感染症対策緊急支援募金」

にご協力ありがとうございました
（2020年５月～７月実施）

　組合員のみなさまからお寄せいただいた「新型コロナウ
イルス感染症対策緊急支援募金」は、多くの組合員さんに
ご協力いただき、16,445,009円集まりました。
　お預かりした募金は、
①�府内の感染症指定医療機関と感染者専門病院〈大阪市立
十三市民病院、阪和第二病院〉、日本赤十字社大阪府支
部、および大阪府下の医療生協関係
②「大阪府新型コロナウイルス助け合い基金※」
③�緊急事態宣言の下で活動継
続中のパルコープと提携す
る子ども食堂及びシングル
マザー支援団体
へ、それぞれお届けしました。

左から）
日本赤十字社：
� 大江事務局長さま
パルコープ：近藤理事、
　　　　　　早川理事


